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論文要約 
 
本論文の目的は、現代英語における起動表現の意味的な相違を解明することである。起動動詞
が to V, V-ing, to V-ingを従える表現を起動表現と呼び、大規模コーパスを用いた ⑴ 起動表現の
意味の質的分析および、⑵ 起動表現で用いられる動詞(V)の量的分析を通して、従来の研究では
十分に説明されてこなかった起動表現間の意味的な相違を解明した。 
第１章では、研究の背景と英語学における本論文の位置付けについて説明している。従来の研
究では begin to Vや start V-ingなど特定の起動表現の議論が盛んに行われてきた。しかし、周
辺的な表現に関しては十分に議論が行われてこなかった。また、to VやV-ingなどの構文的意味
の観点からの研究が盛んに行われてきた一方で、起動表現間の意味的な相違については十分に言
及されておらず、コロケーションなどの統語的な振る舞いの相違がなぜ生まれるのかについても、
意味的観点から十分に説明されてこなかったという研究背景を説明している。 
 第２章では、本研究における理論的土台となる概念である意味的統語論(八木 (1999))について
説明している。英語学の分野では、意味と統語との関係性に関して多くの議論が行われてきた。
統語が違えば意味が異なるというBolinger(1977)の主張は有名だが、これは統語から意味を考え
るという立場からの議論である。一方、意味的統語論とは、語彙の持つ意味の素性が統語に影響
を与えるという、意味から統語的振る舞いを考えるという立場をとる。このように意味的統語論
が意味と統語との関係性を追求する従来の研究を土台に成立したことを説明している。また、こ
の意味的統語論の立場に立って従来の起動表現研究について見てみると、意味と統語との関係性
を十分に説明できていないという問題点が挙げられる。 
例えば、コロケーション研究の分野では、意味的プロソディ（semantic prosody）や優先的意
味選択（semantic preference）などの研究が盛んに行われるようになり、ある語とどのような意
味グループの語とが共起しやすいのかといった傾向を知ることができるようになった。その一方
で、ある語と特定の意味特性を持つ語とが共起しやすい理由に関しては十分な説明が与えられて
いない。そのような状況を踏まえ、ある語と共起する傾向が高い語との関係性についての説明の
必要性を論じている。 
第３章では、起動表現の意味的・統語的特徴に関する先行研究を概観している。起動表現に関
する先行研究を大きく⑴ 構文的意味からの研究、⑵ アスペクトの観点からの研究、⑶ コロケー
ションの観点からの研究、⑷ レジスターの観点からの研究に分類し、これらの研究をまとめた。 
 第４章では、まず本研究で行った質的分析の方法について説明した。本研究では従来のアスペ
クト研究で議論されてきた意味区分を再構築し、独自に準備段階(preparation stage)と実現段階
(reification stage)に分け、準備段階に瞬間的変化(instantaneous change)と段階的変化(gradual 
change)という意味区分を、開始・過程・終わり(start, proceed, end)の上位概念に実現段階とい
う意味区分を設定して、各起動表現の意味の相違を示すための基準を設けた。これらの意味区分
をもとに、各起動表現が表す意味の相違について議論を進めることを述べた。 
また、各表現の統語的・意味的特徴の記述に用いたBNC, COCA, ukWaCなどの大規模コーパ
スについても説明を行った。さらに、起動表現で用いられる動詞(V)の量的分析を行なった際に、
どのような例が調査に用いられ、どのような例を調査対象から除外したかを説明した。そして、
起動表現で用いられる動詞(V)の性質を、質的に分析する際に用いた柏野(1999; 2012)のアスペク
トの観点からの動詞分類について説明した。 
第５章では、起動表現 come to Vと get to Vの統語的・意味的特徴を比較しながら、それぞれ
の表現の意味的相違について論じている。come to Vは不定詞補文で状態動詞や状態受動、進行
不定詞をとるという特徴を持つ。その一方で、get to Vは不定詞補文で状態動詞や状態受動、進
行不定詞をとらない傾向がみられる。これらの統語的特徴から、come to Vは結果状態を表し、
get to Vは完結的な変化を表すという点で異なることを指摘した。また、これらの意味的相違が、
語彙 comeが結果を表すという意味特徴を持ち、語彙 getが達成の意味を持つことに起因するこ
とを説明した。 
 第６章では、起動表現 get V-ing, get to V-ing, fall to V-ing, set to V-ingの統語的・意味的特徴
を比較しながら、それぞれの表現の意味的相違について論じている。まず、get V-ing は going, 
crackingなどを伴い行為の開始をほかの人に促す場面で好んで用いられる傾向がみられた。次に、
get to V-ingは状態動詞 thinkingや継続動詞 talkingを伴い、段階的変化および行為の継続を表
すという意味的特徴がみられた。また、fall to V-ing は継続動詞の中でも感情に関わる動詞
laughing, arguing, weepingなどを伴い、瞬間的変化および行為の継続を表す意味的特徴がみら
れた。最後に、set to V-ingには身体的・具体的行為を表す動詞 gathering, making, diggingなど
を伴い、瞬間的変化を表すという意味特徴が見られた。段階的な変化を表す get to V-ingでは状
態動詞が使用可能であるのに対して、変化を表さない get V-ingと瞬間的変化を表す fall to V-ing, 
set to V-ingでは状態動詞は使用されないことを主張している。 
 第７章では、起動表現 begin to V, start to V, begin V-ing, start V-ingの統語的・意味的特徴を
比較しながら、それぞれの表現の意味的相違について論じている。この章では、共起する副詞を
量的に比較することで意味を特定する方法を用いて、(i) begin to Vは主に段階的変化を表すが、
start to Vは主に瞬間的変化を表すこと、(ii) begin V-ingは主に行為が継続する過程を表すのに
対して、start V-ingは主に行為の突然の開始を表すことを主張している。また、begin to Vは段
階的変化を表し、状態動詞とよく一緒に用いられる理由は begin が過程を焦点化する語であり、
to Vが変化を表す意味特性を持つことに起因する。一方、start to Vが瞬間的変化を表し、瞬間
動詞と共起しやすいのは、startが突然の運動の開始を表す語であることに起因する。一方、動名
詞を従える begin V-ing, start V-ingが状態動詞と共起しにくい傾向にあるのは、段階的変化を表
さないことに起因する。そして begin V-ingで継続動詞が好んで用いられ、start V-ingでは瞬間
動詞が好んで用いられる理由に、beginが過程を焦点化する語であり, startが突然の運動の開始
を表す語であることに起因することを主張している。 
第８章では、起動表現 grow to V, proceed to V, commence to V, commence V-ing, resume V-
ing の統語的・意味的特徴を比較しながら、それぞれの表現の意味的相違について論じている。
まず、grow to Vは段階的変化を表し、状態動詞の中でも思考や嗜好を表す動詞 love, know, hate, 
understandなどが共起しやすい。また、proceed to Vは瞬間的変化を表し、継続動詞の中でも伝
達動詞 tell, demonstrateなどと共起しやすい。次に、commence to Vは瞬間的変化を表し、瞬間
動詞および継続動詞と共起しやすいという特徴がみられた。その一方、V-ing を従える表現は変
化を表さず、commence V-ingは動詞 operate, runなどと共起して、会社の経営や公共サービス
の開始を表すという特徴がみられた。また、resume V-ing は行為の継続する過程を表し、動詞
train, playなどと共起してトレーニングや楽器の演奏などのある種の技能もしくは技術が必要な
行為の再開を表すという特徴がみられたことを主張している。 
第９章では、まず起動動詞全体を考察したことで明らかになった構文 to V, V-ing, to V-ingの持
つ意味機能についてまとめている。初めに、構文 to Vを従える起動表現には(i) 段階的変化と(ii) 
瞬間的変化を表す表現とに分類することができることを示した。次に、構文 V-ingを従える起動
表現には、(iii) 行為が継続する過程を表す表現と(iv) 行為の突然の開始を表す表現とに分類する
ことができることを示した。さらに、to V-ingを従える起動表現の特徴として、(v) 段階的変化お
よび行為の継続する過程を表す get to V-ingのような表現と、(vi) 瞬間的変化を表す表現 fall to 
V-ingおよび set to V-ingが見られる。さらに、get to V-ingと fall to Vingは行為が継続する過程
を表すという特徴を持っている。これらの特徴から、構文 to V-ingは変化および行為の継続する
過程の両方を表す意味機能を持っていることを主張している。 
これらの構文の特徴を踏まえてどのような語句と共起しやすいかを考察し、起動表現の中でも
to V, to V-ingを従えて段階的変化を表す表現と状態動詞との共起可能性が高い傾向にあることを
指摘した。また、両者が共起しやすい理由として、状態動詞が進行形で用いられた際に段階的変
化を表すという特性を持つことと、to V, to V-ingに共通する toが移行の意味を持つことに起因
することを主張している。 
第１０章では、本論文の流れをまとめ、さらに今後の展望について述べている。本論文では、
起動表現が表す意味をアスペクトの先行研究を踏まえて準備段階および実現段階に分け、さらに
準備段階において段階的変化と瞬間的変化に下位分類し、実現段階を start, process, endの上位
概念に設定して起動表現が表す意味を素性一覧にして明示した。さらに、微妙な意味の違いをコ
ロケーションパタンの違いから説明した。 
一方で、起動表現の意味を特定するために特定の副詞と共起するかどうかをコーパスで考察す
るという方法をとったが、実際にコーパスである起動表現が特定の副詞と共起する例が多く観察
された場合もあれば、観察された共起例が少ない場合もあり、どの程度共起例があれば特定の意
味を表しているといえるのかを判断する方法に関しては、再考の余地が残されている。今後、イ
ンフォーマント調査を通して、ネイティブによる容認性テストを行なうことで、特定の副詞と共
起するかどうかをテストする必要性がある。また、起動動詞の語彙の意味と統語特徴との関係性
について本論文では十分説明できていないという点も今後の研究課題として残されている。例え
ば、再開を表す resume の意味は resume V-ing がとる動詞の性質と関係しているのかどうかも
検討していく必要がある。最後に、本研究では扱いきれなかった起動表現を含めた類義表現の意
味の相違を研究することも今後の研究課題の一つに挙げている。 
